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資料１ 



市場問題プロジェクトチームのメンバー 

【メンバー （◎印は座長）】  ※平成28年12月7日現在 

◎小島 敏郎 （青山学院大学教授、弁護士） 
  井上 千弘 （東北大学教授） 
 梶田 晋吾 （三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング(株)主任研究員） 

   菊森 淳文 （(公財)ながさき地域政策研究所長） 

  佐藤 尚巳 （佐藤尚巳建築研究所代表、一級建築士） 
   竹内 昌義 （東北芸術工科大学教授、一級建築士） 
   時松 孝次 （東京工業大学教授） 
   森高 英夫 （(一社)日本建築構造技術者協会会長） 

   森山 高至 （建築エコノミスト、一級建築士） 
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（市場問題プロジェクトチーム 設置要綱より） 

 
（所掌事務） 

第２条プロジェクトチームは、築地市場の豊洲  

 市場への移転及び市場の在り方に関し、次に 

 掲げる事項について検討し、その結果を知事 

 に報告する。 

（１）豊洲市場の土壌汚染、施設及び事業に 

  関する事項 

（２）市場の在り方に関する事項 

（３）その他関連する事項 
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豊洲への移転決定 

2001年12月 

豊洲新市場基
本設計相当 

2006年10月 

専門家会議 

2007年5月～
2008年7月 

技術会議 

2008年8月～
2010年8月 

環境アセスメン
ト再実施 

2009年5月～
2011年8月 

土壌汚染対策工
事契約・施工 

2011年8月～
2014年7月 

建物建設工事
契約・建設 

2014年2月～
現在 

市場移転認
可申請 

豊洲市場への
移転 

地下水モニタ
リング結果 

 立ち止まって考える     

立ち止まって
考える 
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豊洲への移転決定 

2001年12月 

豊洲新市場基
本設計相当 

2006年10月 

 

専門家会議 

 

 

環境 

アセスメント 

市場移転認
可申請 

豊洲市場への
移転 

地下水モニタ
リング結果 

市場PT審議 

必要な追加対策工事
の入札・実施・完了 

豊洲地下ピット
の盛土なし問題 

豊洲に移転するとしても、手続を終了するのに、 
早くて来年冬、アセスメントを再実施すると、もう1年 

 
移転するか 
しないかを含め、 
総合的判断 
 
 

 
時計の針が、専門
家会議まで戻った 
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建物が新しくていいな！ 

 

●安全性 
 安全な場所かな？ 
●機能性 
 仕事をしやすいところかな？ 
 機能は充実しているかな？
 

 

家（仕事場）を移るときに、普通に、考えること 
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市場問題ＰＴの役割と総合的判断 

●市場問題ＰＴは、何らの予断をもたず、 

  ①土壌の安全性 

  ②市場の機能性 

  ③経営の持続性の 情報を調査、検討し、 

 その結果を知事に報告、及び、これらを公開。 

 

●多くの情報が明らかになったその時、 

 築地の業者が、 

 都民が、どのように考えるか。 

 

●都知事は、都民ファーストに基づき、総合的判断。 
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●市場ＰＴの予定 

 

2016年9月 第1回 ＰＴの仕事 

      10月 第2回 構造安全性 

      11月 第3回 物流機能 

      12月 第4回 コールドチェーン・衛生関係 

 

2017年1月 第5回 経営の持続性 

      2月 第6回 築地の補修 

      3月 第7回 地震と液状化 

                            以降、未定 
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豊洲に移転：豊洲ってどういうところ？ 
  どういうところに移転するのかが、わかっていない。 

9 



  第3回ＰＴ資料で、分かったこと 

●素朴な疑問 

 築地は23ｈａ、豊洲は40ｈａ、 

 ２倍近く広くなっているのに店が広くなっていないのは、なぜ？ 

 

●実際、どうなっているのか、11月29日に初めて分かった 

 ※敷地面積は、築地の1.7倍、 建物面積は、築地の1.8倍 

 ※しかし、 

  ＊店の面積は、建物面積の10％のみで、広くなっていない。 

     水産卸売場（競り）は、  1.0倍 

     水産仲卸売場（仲買）は、1.1倍 

     青果卸売場（競り）は、  0.8倍 （狭くなっている） 

     青果仲卸売場（仲買）は、1.1倍 
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築地は狭いから、豊洲が必要だったはず 
    
●建物面積 51万7000㎡ 築地の1.8倍 

   

  ※市場基幹施設 41万8000㎡（81％） 

    ＊売場面積 5万2445㎡（10％）  

    ＊荷捌きスペース、通路等 7万2000㎡（14％） 

    ＊その他 29万3555㎡（57％） 

           ⇒これは何？ 現在確認中。 

   

  ※その他施設 9万9000㎡（19％） 

    小口買参棟、加工パッケージ棟などの施設 
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第4回ＰＴ（2016年12月予定） コールドチェーン・ＨＡＣＣＰなど 
                 水産庁ＨＰhttp://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/sonotanohaccp.html 
コールドチェーンは、 
生鮮食品などを、産
地から消費地まで一
貫して低温・冷蔵・冷
凍の状態を保ったまま

流通させる仕組み。  

ＨＡＣＣＰは、 
ＦＡＯとＷＨＯの合同
機関であるＣｏｄｅｘ委
員会から発表され、
各国にその採用が推
奨されている食品安
全のための工程管理
システム。 
ＥＵは、漁場から食卓
までのフードチェーン
全体でＨＡＣＣＰ基準
を満たすことを要求。 



●建物建築費 

 （２７５２億円） 

  
●業者の負担と事業継続性（第５回ＰＴ ２０１７年１月予定） 
   建物を設計する場合、通常、計算する費用（ＬＣＣ）    
   

●建物・設備 

 の改修費等 

  

東京都が積算 

  （不明） 

※東京都は、設
計者に算出を求
めていない。 

●ランニングコスト 
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  建設費用 
 既にかかった費用 
  （償還が課題） 

  豊洲市場の建物の使用に、「これから」かかる費用 

合計約５倍（年間約61億円の増） 
光熱水費約４倍（年間約32億円の増） 



  ●前回例示した、「実態に即してご意見をお聞きしたい事項」  

１．施設の安全性・機能性 

（１）建物の設備等 

   水産仲卸売場棟入口の車路、同棟内のターレスロープなど 

（２）豊洲市場への交通アクセス 

   通勤、買出し、搬出入の自動車など 

（３）豊洲市場の場内動線（買い回り、横開きトラック） 

（４）豊洲市場での店舗や冷蔵庫等の配置 

  １）冷蔵庫を水産卸売場、水産仲卸売場に１棟ずつ２棟に統合し 

    たことによる影響（入出庫待ち、動線） 

  ２）水産仲卸店舗のスペース など 

（５）豊洲市場での海水の使用 

２．その他 

（１）豊洲市場の業者負担（使用料・ランニングコストなど） 

（２）土壌汚染、地震・液状化対策 ※土壌汚染対策は専門家会議で検討中 

（３）築地の補修 など 
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